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第２回市民検討協議会の検討内容 

 

１）本日の協議テーマ 

①基本構想の見直しの論点検討（まちづくりの主な課題、土地利用）【60 分程度】 

②基本施策１つを対象に「めざすまちの姿・課題・役割分担」【40 分程度】 

（本日と次回会議の継続審議事項とし、本日はできるところまで議論する） 

 

２）基本構想の見直し論点の検討 

・次の３つの項目に関して協議してください。 

①「第 1 回市民検討協議会のまとめ資料」を確認した上での追加意見 

②まちづくりの主な課題に関する意見（どんなところを見直さなければならないか、今

示されていない視点はないか） 

※限られた時間の中で協議いただくため、グループごとに、以下の必須テーマ１つと、

グループで自由に１つの課題について協議してください。 

＜グループごとの必須テーマ＞ 

まちづくりの主な課題 必須テーマ 

１ 少子高齢化への対応 健康・福祉部会 

２ 循環型社会の構築 生活・環境部会 

３ コミュニティにおける参加と支え合い  

４ 男女共同参画社会の推進 文化・学習部会 

５ 個性的で魅力的な都市景観の創造 都市基盤・産業部会 

６ 地域の高度情報化の推進  

７ 地方分権への対応 行財政運営部会 

 

③土地利用に関する意見（わかりにくい点、見直すべき表現についての意見） 

 

３）基本施策別のめざすまちの姿・課題・役割分担検討 

・「現計画」「現計画の総括」を参考として、めざすまちの姿、課題、役割分担について協

議してください。本日は、できるところまで協議し、残りは次回に協議してください。 

＜グループごとの協議テーマ＞ 

グループ名 協議テーマ 

健康・福祉部会 Ⅰ-１ 健康づくりの推進 

生活・環境部会 Ⅱ-１ 自然の保護と回復 

文化・学習部会 Ⅲ-５ スポーツ活動の支援 

都市基盤・産業部会 Ⅳ-３ 景観の保全と形成 

行財政運営部会 Ⅴ-１ 適切で効果的な情報公開 

※行財政運営部会は、第２章 計画推進に向けた取り組みの「取組」ごとに検討 
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■グループワークにあたって留意いただきたいこと 

１）めざすまちの姿の表現方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）役割分担を考える思考プロセス 

①補完性の原則に基づいて考える。 

・まず市民が自分でできることを考え（自助）、地域でできること（共助）を考え、Ｎ

ＰＯや行政などでできること（公助）を考える。 

・行政には、自助や共助ができるように市民を支援する役割がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②様々な公共サービスの提供主体が存在することを踏まえて考える。 

・公共サービスの提供者は、行政だけではない。 

・民間事業者や市民団体、ＮＰＯなども公共サービ

スを提供できることを踏まえ、市民（住民、民間

事業者、市民団体、ＮＰＯなど）の役割、行政の

役割を考える。 

 

 

 

家族や家庭でできることは？
民間企業から調達できるサービ
スは？

隣近所や地域でできることは？

民間もしくは行政ができること
は？

【発 想 の 順 序】【補完性の原則】

公助

共助

自助

 

シ ナ リ オ 

現状 

「めざすまち姿」 
≒ゴール 

理想と現実
のギャップ 
＝『課題』 

活動 

活動 

「めざすまちの姿」のイメージ 

例）健康・医療： 

・子どもから高齢者まで、市民一

人ひとりが健康づくりに取り組

み、活き活きと健康に暮らして

います。 

・市民は、休日夜間を含め、あら

ゆる医療サービスを適切に受け

ることができています。 

「市民が～しています／できてい

ます」など、主語を市民にすると

考えやすいです。 

活動（行政のやること） 

健康診断事業、健康づくり教室、意識啓発事業、

休日夜間診療の充実 など 

活動（行政のやること）≠めざすまちの姿 

 

市行政地縁ｺﾐｭﾆﾃｨ
（住民自治）

協働

市民
協働

市民

協働民間事業者

市民団体

ＮＰＯ

市行政

活動の目的

よりよいまちづくり

教育サービス、配食サービス、子

育て支援、交通サービスなど 
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■模造紙のイメージ 

１．基本構想の見直し論点の検討について 

見直しの視点 

●「第 1 回市民検討協議会のまとめ資料」を確認した上での追加意見 

 

 

 

 

●まちづくりの主な課題に関する意見 

【テーマ１：      】    【テーマ２：        】 

 

 

 

 

●土地利用に関する意見 

 

 

 

 

２．基本施策別のめざすまちの姿・課題・役割分担検討について 

基本目標 Ⅰ 安心でいきいきと暮らせるまちづくり（健康・福祉） 

基本計画 １ 健康づくりの推進 

見直しの視点 

●めざすまちの姿 

 

 

 

●主な課題 

 

 

 

●市民の役割（将来像の実現に向けて自分たち市民ができること、取り組

むべきこと） 

 

 

●行政の役割（自分たちの取り組みを実現するために行政に支援してもら

いたいこと、行政が行うべきこと） 
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■基本施策別の「めざすまちの姿・課題・役割分担」に関する報告イメージ 

 

基本目標 Ⅰ 安心でいきいきと暮らせるまちづくり（健康・福祉） 

基本施策 １ 健康づくりの推進 

めざすまちの姿（平成 33 年のまちの姿） 

（市民を主語にすると考えやすいです ※計画の推進にあたっては一部該当せず） 

・子どもから高齢者まで、市民一人ひとりが健康づくりに取り組み、活き活きと健康に暮らし

ています。 

・市民は、休日夜間を含め、あらゆる医療サービスを適切に受けることができています。 

 

主な課題 

（めざすまちの姿と現状のギャップを埋めるために必要なことを課題と捉えると考えやす

い） 

・市民の健康づくりの継続、健康維持のための正しい知識の習得が課題。 

・病気の早期発見、新型インフルエンザなどの感染症等の予防が課題。 

・「かかりつけ医」の定着、及び医療機関の機能分担の適正化が課題。 

・安心して、妊娠、出産、育児ができる環境づくりが課題。 

 

役割分担の考え方 

【市民の役割】将来像の実現に向けて自分たち市民ができること、取り組むべきこと 

・自分の健康に関心を持ち、正しい食生活、健康づくりに取り組む。 

・定期的に健康診断を受けたり、予防接種を受けるなど、病気の予防・早期発見に心がける。 

・「かかりつけ医」を持つなど、いざというときのための備えをする。 

・母子の健康を守るための正しい知識を身につける。 

 

【行政の役割】自分たちの取り組みを実現するために行政に支援してもらいたいこと、行

政が行うべきこと 

・生活習慣病や介護予防など健康に関する正しい知識を普及する。健康づくりの機会・場を充

実する。 

・食に関する関心を高める機会を提供し、市民の健康的な食生活の実践を支援する。 

・各種健康診断を充実するとともに、定期的な受診の重要性を周知する。感染症等の予防対策

を充実する。 

・市内医療機関の協力のもと、医療体制を確保・充実する。「かかりつけ医」の定着に向けた情

報提供を強化する。 

・母子を対象とした検診や、保健指導を確保・充実する。 

 

その他 提案事項 

・指標のアイデア、事業のアイデアなどの提案など 

 

 

 


